





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































計 0 ・1・148い611822142511・ 0
　最後に，中卒・高卒別の男女別初任給の水準をみよう。中卒の男子・女子とも，初任給1万～1
万1，000円のところがもっとも多い（第26表）。そのつぎに，9，000～1万円の企業が多い。したが
って，このことから，中卒の男女の平均初任給水準は大体i万円前後とみなしてよい。高卒では男
第26表　中卒・高卒別・男女別初任給φ水準（昭和38年4月現在）
従業員
規模別
10～19人
20～29
30～49
50～99
100～199
200～299
300～499
500人以上
7，000～
8，000円未満
中卒
男女
1
高卒
男女
8，000～
　9，000円
中卒
男1女
??
12
高卒
男女
9，000～
10，000円
中卒
男女
?????????
高卒
男女
10，000～
H，OOO円
中卒
男女
高卒
男女????????1
1
11，000～
12，000円
中卒 高卒
12，000～
13，　OOO円
男女
中卒
男女男女
　32
　　］
　　112
　　246
1　　　1
　　3
?
1
??
2
1
?」?
5
高卒
男女
［3，000～
14，000円
中卒
男女
?????? 「
高卒
男女
・jll・2
】
?????????
14，000～
15，000円
中卒
男女
高卒
男1女
﹈
1
i5，000円
以　　上
中卒
男女
1
高卒
男1女
1
2　1
?
2
2　1
??? 回回57目・6242129［2Si・1717982・国22・い54｝・2吊］・田・目・1・！・
子が1万2，000～1万3，000円の企業が多く，女子は1万1，000～1万2，000円という企業がもっと
も多い。男女の差は中卒ではあまりみられず，高卒になると，少なくとも1，000円位の格差がある
ようだ。
　注1　プラスチック成形加工業における労働問題，とくに生産工程の合理化，新しい成形機の導入と在来の
　　　人力駆使の古い成形機との併用による労働者の対応の問題など，追究すべき課題が残されている。圧縮
　　　成形と射出成形とでは労働者の技能，熟練およびその養成においてかなりの差異がみられる。こうした
　　　課題にふれたものとして，江口英一「プラスチックス成型業の構造と労働者」社会政策学会編『中小企
　　　業と労働問題』（昭和35年IO月）所収の研究がある。なお，プラスチック成形加工業における労働力構
　　　成の特質については，プラスチック工業調査所編『プラスチックェ業年報』（1962年版）411頁以下参
　　　照。
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プラスチック成形加工業の現状と問題点
お　わ　　り　に
　プラスチック成形加工業は，一般的にいえば，中小企業部門である。成形加工業が，こんにちの
ような発展をみるにいたった基礎には，ユリア，フェノールなどの熱硬化性樹脂の圧縮成形加工を
出発点として，生産手段としては安価な成形機とそれに照応した低賃金，重労働，劣悪な労働条件
に支えられてきたことによる。それゆえに，小資本で着手しえたし，小・零細企業が短かい期間の
うちにこの分野に籏生した。しかも，30年以降の技術革新と景気上昇の波に乗って，急激に需要が
伸びた結果，多種少量生産であったとしても，拡大するマーケットに依拠して，資本蓄積を促進す
ることが可能であった。蓄積による企業規模の拡張と低賃金利用によって，日用雑貨製品を加工す
る反面，量産可能な熱可塑性樹脂加工の体制をととのえた。そして，35年以降の本格的な量産期を
迎えて，熱可塑性樹脂製品の急増，量産化商品市場の飛躍的な拡大に向う。こうした過程をへて，
成形加工企業のなかには，確固たる地位を築きつつあるものもあらわれるとともに，レジソ・メー
カー大手各社のシェアもある程度固定化しつつある。しかし，新しい特性をもつレジンの開発，そ
の販売市場を確保するための競争の発展は，レジソ・メーカーをして中小加工業者の系列化への意
欲をかりたてる。射出成形機は，もともと大量生産を技術的前提としている。しかも，受注単位は
未だそれに照応するまでにいたっていない。したがって，少なからず，多種少量生産を余儀なくさ
れている。そこに，安定したユーザーを求めて下請関係をとり結びながら，製品上の専門化をおし
すすめて伸びようとする加工企業もあらわれてくる。設備の大型化，綜合化を促進するとともに，
独自の設計と考案による独自の市場を形成しようとする動きもみられ，成形加工業の現状は多様性
を増してくる。
　さらに，労働市場の変化と生産現場の技術的変化によって，かつて経験しなかった労働問題も強
力に拾頭しつつある。若年労働力の不足による初任給の上昇は，いきおい，賃金体系にも強いイン
パクトを与えずにはおかないし，若年層を徒弟的に低賃金で使用するという以前の中小企業に特有
な労使関係を存続せしめた基盤は急速に崩れ去りつつある。こうした事情は，好むと好まざるとに
かかわらず，労働力にたいする古い観念の脱皮とともに経営管理の合理化を促している・
　そのうえ，さいきん，成形加工の分野に大企業の進出が目立っており，成形加工を担当する中小
企業の存立に深刻な問題を投げかけている。量産化製品の市場拡大とプラスチック独自の新分野の
開発がすすみ，加工分野にたいする大企業の新たな進出は当然予想されることであった。だが，市
場支配力と資金力を武器とする大企業の進出は，既存の製品分野と市場構造に少なからぬ変化をま
ねくにちがいない。そして，関係会社の設立，系列化の進行など究明すべき新たな課題を提起して
いる。
　われわれの調査結果は，これらの課題を解明するにたる十分な資料を用意することは出来なかっ
た。むしろ，こうした課題に立ちむかうための，一つの準備作業にとどまるものである・
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Realities　of　Plastic　Molding　Manufacture　and　Its　Problems
Actualities　in　Injection　Molding　Industry　in　Tokyo
Mutsumi　Watanabe
　　This　is　an　analytic　report　on　the　actualities　of　injection　molding　manufacture　and量ts　relating　ent・
erprises　having　either　main　or　branch　offices　in　Tokyo．　Presently，　it　is　estimated　that　at　least　4000f
them　are　doing　business　in　Tokyo．　Our　inquiries　went　its　83　enterprises　selected　from　amQng　those
on　the　Iist　of　the　interest　sQ　as　to　bring　to　light　what　they　stand　for　and　where　the　problems　lie．
The　fo11Qwing　analyses　aim　mainly　to　examine　their　shop　fac量lities　now　in　operation，　materials　availa－
ble，　current　state　of　managment，　Iabor　conditions，　etc．，　and　to　get　a　clearer　insight　into　the　matter．
　　Plastic　molding　manufacture，　for　reasons　of．　technology　and　favorable　marketing　conditions，　has　so
far　been　able　to　thrive　on　small・scale　production　with　limited　capita1．　By　natura1．consequence，　theref・
ore，　little　business　along　with　domestic　lal）or　used　to　form　the　Inain　body　of　the　industry．　After　the
war，　however，　significant　improvements　in　material　resins　and　molding　machines　have　been　introdu－
ced，　going　with　rap三d　technological　alterations　effected．　Especially，　thanks　to　the　developments　1n　ele－
ctric　mechanical　apPliance　and　motor　vehicle　industries　since　around　1950，　the　plastic　molding　industry
itself　has　been　fast　expanding　out　of　necessity　for　supplying　parts　under　demands　from　those　industri－
es，　During　the　same　period，　good　marketing　conditions　were　given　to　injec亡ion　molding　machinery　fit
for　mass　productiQn，　too，　which　still　occupies　a　central　position　in　the　field　of　plastic　industry．
　　Throughout　the　expansion　process　of　productivity，　the　mass　of　enterprises　concerned　became　speciali・
zed　into　producers　of　sundry　commodities　and　thQse　of　industrial　parts　chiefly　comprising　electrical
machine　parts．　Such　specialization　in　manufacturing　different　kinds　of　goods　was　smoothly　speeded
up．　In　the　Ineantime，　acculnulation　of　capital　by　individnal　enterprises　and　enlargement　in　the　sca玉e　of
enterprise　was　so　remarkable　that　there　appeared　some　growing　enterprises　which　evell　outgrew　the　fra－
me　of　the　small　and　medium　sizes．　Injection　molding　machineryt　tchnologically　considered，　presuppo－
ses　mass　produc亡ion．　Whereas，　the　volume　of　orders　st三ll　does　not　come　up　to　that　of　productlon・
Technological　advancement，　being　thus　hampered　by　the　economic　factor　of　market　condition，　is　una－
voidably　confined　to　multifarious　but　limited　production　to　no　small　extent．　Here　come　to　the　fore
widely　extended　subcontracts　which　fiee　the　gap　caused　between　demand　and　supply　accord三ng　to　diffe・
rent　sized　of　capital．
　　While　on　the　other　hand，　the　march　of　growing　enterprises，　witn　their　gallopingly　advancing　deve－
lopmeIlt　in　productivity，　now　presents　many　a　new　problem　substantially　different　from　the　managem・
ent　of　enterprises　that　used　to　go，　and　makes　us　consider　what　would　be　the　next．　correspondingly　to
such　technological　developments，　there　are　no　few　quest三〇ns　posed　to　solve　as　soon　as　poss三bユe　for　pur・
poses　of　Japanese　economy　in　future　and　in　preparation　for　the　forthcoming　liberalization　of　foreign
trade　　such　as　market　expansion，　consolidated　internal　orgallization，　and　tccasting　the　skin”of　mere
plastic　manufacturing．
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